
２０２５年度 人権保育専門講座のご案内 

 
 
 
 
 

講座１ テーマ：性の多様性から『じぶん』について考える。 

～誰もが排除されない社会をめざして、子どもたちの出会いから見えてきたこと～ 

講 師：田中
た な か

一歩
い っ ぽ

さん 近藤
こ ん ど う

孝子
た か こ

さん（にじいろ i-Ru） 

 
すべての子どもたちに「じぶん、まる！」を届けたいという思いではじめた、4 歳

児以上の子どもたちを対象にした出前講座は今年度で９年目になります。性のあり
方・性の多様性から『じぶん』について考えるがテーマで行っているこの講座では、
子どもたちが今まで思ってきた「あたりまえ」「ふつう」ってなんだろう？「じぶん」
について隣にいるともだちについて考える講座になっています。そして、子どもた
ちから出る意見、見えてくる意識は、私たち大人が問われるものばかりです。私たち
大人も「じぶん」についていっしょに考えてみませんか？ 

 

講座２  テーマ：“女らしさ・男らしさ”が子どもにもたらすもの 

講 師：栗本
く り も と

 敦
あ つ

子
こ

さん（Facilitator’s LABO[えふらぼ]） 

 
「女の子だから足を開いて座っちゃダメ」「男の子なのに泣かない！」こうしたメッセ

ージの何が問題なのでしょうか。「女の子はやっぱりピンクが好き」「男の子は自然と電
車が好きになる」といったコメントにどう応答しますか。DV や性暴力の被害者に女性
が多く、加害者に男性が多い現実や、ジェンダーギャップ指数が 118 位（2024 年）
という日本社会のありかたと、子どもたちが育つ中で身につけるもののつながり、そし
て 1 人ひとりが自分自身を生きることについて、ワークショップを通して考えます。 

 

講座３ テーマ：人権の視点から保護者支援を考える 

講 師：津村
つ む ら

 薫
かおる

さん（フェリアン 副所長）    

 
「保護者にどう言えば伝わるのか。どう言えばわかってもらえるのか」という視点で、

保護者との関係性をついて考えがちではないでしょうか。子どもとの関係はもちろんです
が、保護者支援で問われるのは保育者側の人権感覚です。人権の視点を踏まえた支援に対
するあり方について、具体的、実践的に学んでみましょう。 

 

講座４ テーマ：地域とともに育つためにおとなができること 

～知的障害のある子どもの保育・子育て～ 

講 師：小杉
こ す ぎ

 真紀
ま き

さん（三重県立くわな特別支援学校） 

現在、保育・教育の現場では、発達障害を含む様々な支援を必要とする子どもたちが増
加しています。そのような子どもたちに対してどう支援するかだけではなく、みんなが生
きやすいように環境をどのようにつくっていくのかが大事です。障害のある子どもの子育
てをしておられる保護者の立場から、「障害児共生保育」のあり方等についてお話いただきます。 

【三重県委託事業】 

 人権保育専門講座は子どもを取り巻くさまざまな人権課題や取組について、各専門分野で活躍

されている方々の活動や体験から直接学ぶ講座です。多様な視点から人権感覚を磨くことで、参

加者のみなさんが日常の保育・教育のなかに“気づき”や“手がかり”を得ることをねらいとして

います。県内に人権保育を広めるため、毎年、会場を変えて、同じテーマで講演を行います。 



 

講座５ テーマ：「生きているだけですごいんだ‼」 

～地域に子どもの権利を守る「居場所」を作る～ 

講 師：荘保
し ょ う ほ

 共子
と も こ

さん 

（認定 NPO 法人・地域包摂こども支援センター「こどもの里」） 

 
8.7 人に 1人の子どもが貧困という日本で、2024 年小中高生の自死者数 527 人という日本で、15

歳～64歳の 2％に当たる推計 146 万人のひきこもり人がいる日本で、“誰一人取り残さない社会”を
めざし、私たちに何ができるのか、私の目の前にいる一人の子どもから考え合いたい。変わらなければな
らないのは、私たち“おとな”たち。 

 

講座６ テーマ：多文化な家庭を支える保育とは 

～支援の現場からみえること～ 

講 師：山根
や ま ね

 絵
え

美
み

さん（公益財団法人とよなか国際交流協会） 

 
言語、文化、宗教など多様な背景を持つ外国にルーツがある子どもたちが増えていま

す。多文化な家庭では、日本社会における“あたりまえ”と自国の“あたりまえ”のち
がいのなかで、保護者は子どもの母語保持やアイデンティティ、周囲とのコミュニケー
ションなど様々な悩みや課題を抱えながら子育てに奮闘しています。日本における外国
人を取り巻く状況やとよなか国際交流協会の支援の事例から、外国にルーツがある子ど
もや保護者への支援において大切な視点を学び，多文化保育のあり方について考え合い
ましょう。 

 

講座７ テーマ：一人ひとりが尊敬される仲間関係づくり         

講 師：阪本
さ か も と

 明子
あ き こ

さん（人権と仲間関係研究会／元保育士） 

  
子どもたちは、様々なことに興味をもち、あそびが広がっていく一方で、自分を基準に

「できないくせに」と仲間をみくだすことで自分の存在を誇示する姿を見せることがあり
ます。そのような姿を克服していくためには、保育者に何ができるのかを考えることが大
切です。きめつけを許さない、人権が大切にされる関係を通して、一人ひとりの育ちを豊
かにしていくことを原点とした保育実践についてお話しいただきます。 

 

講座８(３回連続講座) テーマ：各園における人権保育を推進するために 

講 師：ト
し め

田
だ

 真
し ん

一郎
い ち ろ う

さん（常磐会短期大学） 

 
さまざまな人権課題にそってゲストスピーカーをお招きし、具体的な実践や

取組の事例をもとに参加者が思いを出し合い、交流します。そして、自分自身
をふり返ったり、今後の人権保育を推進するために必要なことを話し合ったり
します。ト田さんから家庭支援推進保育士の役割や、今後の実践についてお話
いただきます。 
※家庭支援推進保育士の方を対象とした講座ですが、どなたでも参加できます。 
※連続講座ですが、連続でなくても参加できます。 
 

 
 
  

 
お問い合わせ先：(公社)三重県人権教育研究協議会 事務局 

TEL: 059-233-5530   担当：三輪・小倉    

※参加費は無料です。 

※どの地域の講座でもご参加いただ

けます。 

※保育所(園)・幼稚園・認定こども園

職員以外の方も参加できますの

で、お問い合わせください。 



【テーマ】 講師（所属） 伊賀・名張地域 東紀州地域

講座
1

【性のあり方、性の多様性】

田中一歩さん　近藤孝子さん
（にじいろi-Ru）

７月２日（水）
①桑名庁舎
(定員６０人)

７月８日（火）
⑤松阪庁舎

（定員１００人）

７月１０日（木）
⑩尾鷲庁舎

（定員１００人）

講座
２

【ジェンダー問題】

栗本　敦子　さん
（Facilitator's LABO[えふらぼ]）

　７月１１日（金）
②四日市庁舎
（定員６０人）

　７月３日（木）
⑧伊賀庁舎
（定員４０人）

　９月１０日（水）
⑨名張市

防災センター
（定員６０人）

講座
３

【保護者支援】

津村　薫　さん
（フェリアン）

１２月１７日（水）
③鈴鹿庁舎
（定員９０人）

１０月２日（木）
⑥伊勢庁舎
（定員６５人）

９月８日（月）
⑪熊野庁舎
（定員６０人）

講座
４

【障害児共生保育】

小杉　真紀　さん
（桑名特別支援学校）

８月２０日（水）
③鈴鹿庁舎
（定員９０人）

７月２３日（水）
⑤松阪庁舎

（定員１００人）

８月１日（金）
⑨名張市

防災センター
（定員６０人）

講座
５

【子どもの貧困】

荘保　共子　さん
（認定NPO法人・地域包摂こども支援

センター「こどもの里」）

１０月２７日（月）
①桑名庁舎
(定員６０人)

１０月２９日（水）
④三重県

人権センター
（定員９０人）

１１月１０日（月）
⑥伊勢庁舎
（定員６５人）

講座
６

【多文化共生保育】

山根　絵美　さん
（公益財団法人 とよなか国際交流協会）

７月１日（火）
②四日市庁舎
（定員６０人）

６月２４日（火）
⑦志摩庁舎
（定員６０人）

９月９日（火）
⑧伊賀庁舎

（定員１３０人）

講座
７

【仲間関係づくり】

阪本　明子　さん
（人権と仲間関係研究会）

１１月１１日（火）
③鈴鹿庁舎
（定員９０人）

１２月９日（火）
④三重県

人権センター
（定員９０人）

１０月２４日（金）
⑨名張市

防災センター
（定員６０人）

第１回

第２回

第３回

会場
詳細

2025年度 人権保育専門講座のご案内
＊昨年度、同じ講師・テーマで開催した講座は、会場は異なりますが、今年度も基本的に同じ内容になります。

北勢地域 中南勢地域

【ご案内】〇参加費は無料です。また、どの地域の講座でもご参加いただけます。
　　　　　　〇定員に余裕がある場合等は、保育所(園)・幼稚園・認定こども園職員以外の方も参加できます。

【申し込みについて】
右の二次元コードを読み取って、申し込みをお願いします。

締め切り…第一次締め切り　５月２３日（金）
　　　　　　　第二次締め切り　９月  ５日（金）

講座
８

(連続
講座)

  【各園における人権保育を推進するために】

　　　　 　ト田　真一郎　さん
　　　   　　　（常磐会短期大学）
 
 ※家庭支援推進保育士を対象とした講座ですが、
    どなたでも参加できます。
 ※連続講座ですが、連続でなくても参加できます。

１０月３日(金) ④三重県人権センター 大セミナー室（定員９０人）

１１月７日(金) ④三重県人権センター 大セミナー室（定員９０人）

１２月５日(金) ④三重県人権センター 大セミナー室（定員９０人）

①〈三重県桑名庁舎〉・・・・３階 第１会議室
　　　　　　　　　　　　　 　 桑名市中央町5-71
②〈三重県四日市庁舎〉・・・厚生棟 第２２会議室
　　　　　　　　　　　　　  　四日市市新正4-21-5
③〈三重県鈴鹿庁舎〉・・・・４階 第４６会議室
　　                        　鈴鹿市西条5-117
④〈三重県人権センター〉・・３階 大セミナー室
　　　　　　　　　　　　　  　津市一身田大古曽693-1
⑤〈三重県松阪庁舎〉・・・・６階 大会議室
　　　　　　　　　　　　　  　松阪市高町138
⑥〈三重県伊勢庁舎〉・・・・４階 ４０２会議室
　　　　　　　　　　　　　  　伊勢市勢田町628-2

  ⑦〈三重県志摩庁舎〉・・・・２階 大会議室
　　　　　　　　　　　  　　 　 志摩市阿児町鵜方3098-9
  ⑧〈三重県伊賀庁舎〉・・・・７階 大会議室または第6会議室
　　　　　　　　　　　　     　 伊賀市四十九町2802
  ⑨〈名張市防災センター〉・・２階研修室
　　　　　　　　　　　　　　　　名張市鴻之台１番町２番地
　⑩〈三重県尾鷲庁舎〉・・・・大会議室
　　　　　　　　　　　　    　　尾鷲市坂場西町1-1
  ⑪〈三重県熊野庁舎〉・・・・大会議室Ａ
　　　　　　　　　　　     　   熊野市井戸町371

【三重県委託事業】

各講座とも

受付 １３：３０

開始 １４：００

終了 １６：００



２０２５年度 人権保育専門講座 申込書 

*右の二次元コードを読み取り、できる限り Google フォームで   
の申し込みにご協力ください。FAX での申し込みも可能です。 

 
 
 

 

市 町 名  所 属  

参加者名  連絡先 

TEL 

 

FAX（ない場合は、「なし」とご記入ください） 

 

 
＊参加希望の期日・会場に〇印をご記入ください。 

＊各講座とも、受付１３：３０、講演１４：００～１６：００です。 

＊昨年度、同じ講師・テーマで開催した講座は、会場は異なりますが、今年度も基本的に 

同じ内容になります。 

講座１ 

【性のあり方、性の多様性】 
田中一歩さん・近藤孝子さん 

７月２日（水） 

（県桑名庁舎） 

 

 

７月８日（火） 

（県松阪庁舎） 

 

 

７月１０日（木） 

（県尾鷲庁舎） 

 

 

講座２ 

【ジェンダー問題】 
栗本敦子さん 

７月１１日（金） 

（県四日市庁舎） 

 

 

７月３日（木） 

（県伊賀庁舎） 

 

 

 ９月１０日（水） 

（名張市防災センター） 

 

講座３ 

【保護者支援】 
津村薫さん 

１２月１７日（水） 

（県鈴鹿庁舎） 

 

 

１０月２日（木） 

（県伊勢庁舎） 

 

 

９月８日（月） 
（県熊野庁舎） 

 

講座４ 

【障害児共生保育】 
小杉真紀 さん 

８月２０日（水） 

（県鈴鹿庁舎） 

 

７月２３日（水） 

（県松阪庁舎） 

 

 

８月１日（金） 

（名張市防災センター） 

 

講座５ 

【子どもの貧困】 
荘保共子さん 

１０月２７日（月） 

（県桑名庁舎） 

 

 

１０月２９日（水） 

（県人権センター） 

 

 

１１月１０日（月） 

（県伊勢庁舎） 

 

 

講座６ 

【多文化共生保育】 
山根絵美さん 

７月１日（火） 

（県四日市庁舎） 

 

 

６月２４日（火） 

（県志摩庁舎） 

 

 

９月９日（火） 
（県伊賀庁舎） 

 

講座７ 

【仲間関係づくり】 
阪本明子さん 

１１月１１日（火） 

（県鈴鹿庁舎） 

 

１２月９日（火） 

（県人権センター） 

 

 

１０月２４日（金） 

（名張市防災センター） 

 

 

 

締め切り…第一次締め切り ５月２３日（金） 第二次締め切り ９月５日（金） 

※参加者数の把握のため、上記期日までにお申し込みください。FAX ０５９－２３３－５５３３ 

講座８(連続講座) 

【各園における人権保育の推進】 

ト田真一郎さん 

１０月３日（金） 

（県人権センター） 

 

 

１１月７日（金） 

（県人権センター） 

 

 

１２月５日（金） 

（県人権センター） 

 

 

FAX 送信状は必要ありません 


